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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光ディスクに記録されたデータを読み出して復調処理およびエラー訂正処理を行う信号
処理部と、この信号処理部からのデータを入力して所定のデコード処理を行うデコーダ部
と、ＨＤＭＩケーブルを介して前記デコーダ部からのデータを受信機器に送信するＨＤＭ
Ｉ送信部とを備えた送信機器において、
　操作部と、
　挿入された光ディスクが音楽メディアの光ディスクであるか否かを判定するディスク判
定手段と、
　前記挿入された光ディスクが音楽メディアの光ディスクであると判定されたときに当該
光ディスクのオーディオデータ内に著作権保護情報が有るか否かを判定する著作権保護情
報有無判定手段と、
　前記著作権保護情報が無いと判定されたときに前記操作部から後付けの著作権保護情報
を付加する要求があったか否かを判定する著作権保護情報付加要求判定手段と、
　前記後付けの著作権保護情報を付加する要求が有ったと判定されたとき、または前記著
作権保護情報が有ると判定されたときに、著作権が有ることを示す著作権有りパケットデ
ータを作成するのに、パケットタイプとオーディオデータタイプとデータ長とを示すパケ
ットヘッダー、および著作権保護情報が有りか無しかを設定できるパケットデータを有す
るパケット構造を持つ著作権有無パケットにおける前記著作権保護情報を有りに設定する
ことにより、前記著作権有りパケットデータを作成する著作権有りパケットデータ作成手
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段と、
　前記後付けの著作権保護情報を付加する要求が無かったと判定されたときに、著作権が
無いことを示す著作権無しパケットデータを作成するのに、前記著作権有無パケットにお
ける前記著作権保護情報を無しに設定することにより、前記著作権無しパケットデータを
作成する著作権無しパケットデータ作成手段と、
　前記作成された著作権有りパケットデータまたは前記作成された著作権無しパケットデ
ータを前記デコーダ部から出力されたオーディオデータと共に前記ＨＤＭＩ送信部から前
記ＨＤＭＩケーブルを介して前記受信機器へ送信させるデータ送信手段とを設けたことを
特徴とする送信機器。
【請求項２】
　光ディスクに記録されたデータを読み出して復調処理およびエラー訂正処理を行う信号
処理部と、この信号処理部からのデータを入力して所定のデコード処理を行うデコーダ部
と、ＨＤＭＩケーブルを介して前記デコーダ部からのデータを受信機器に送信するＨＤＭ
Ｉ送信部とを備えた送信機器において、
　操作部と、
　挿入された光ディスクが音楽メディアの光ディスクであるか否かを判定するディスク判
定手段と、
　前記挿入された光ディスクが音楽メディアの光ディスクであると判定されたときに当該
光ディスクのオーディオデータ内に著作権保護情報が有るか否かを判定する著作権保護情
報有無判定手段と、
　前記著作権保護情報が無いと判定されたときに前記操作部から後付けの著作権保護情報
を付加する要求があったか否かを判定する著作権保護情報付加要求判定手段と、
　前記後付けの著作権保護情報を付加する要求が有ったと判定されたとき、または前記著
作権保護情報が有ると判定されたときに、著作権が有ることを示す著作権有りパケットデ
ータを作成する著作権有りパケットデータ作成手段と、
　前記後付けの著作権保護情報を付加する要求が無かったと判定されたときに、著作権が
無いことを示す著作権無しパケットデータを作成する著作権無しパケットデータ作成手段
と、
　前記作成された著作権有りパケットデータまたは前記作成された著作権無しパケットデ
ータを前記デコーダ部から出力されたオーディオデータと共に前記ＨＤＭＩ送信部から前
記ＨＤＭＩケーブルを介して前記受信機器へ送信させるデータ送信手段とを設けたことを
特徴とする送信機器。
【請求項３】
　前記著作権有りパケットデータ作成手段は、パケットタイプとオーディオデータタイプ
とデータ長とを示すパケットヘッダー、および著作権保護情報が有りか無しかを設定でき
るパケットデータを有するパケット構造を持つ著作権有無パケットにおける前記著作権保
護情報を有りに設定することにより、前記著作権有りパケットデータを作成し、
　前記著作権無しパケットデータ作成手段は、著作権が無いことを示す著作権無しパケッ
トデータを作成するのに、前記著作権有無パケットにおける前記著作権保護情報を無しに
設定することにより、前記著作権無しパケットデータを作成することを特徴とする請求項
２に記載の送信機器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ＨＤＭＩケーブルを介して受信機器に接続され、ビデオデータおよびオーデ
ィオデータを受信機器に送信できる送信機器に関し、特に、オーディオデータの著作権保
護情報に対する処理に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、ＤＶＤプレーヤなどに用いるテレビ受信機の表示画面の超高精細化は、液晶パネ
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ル製造技術の進歩によって著しく発展して、非常に膨大な情報量のビデオデータを高精細
に表示することが可能になった。このようなテレビ受信機では、非常に多くのビデオデー
タおよびオーディオデータをＤＶＤプレーヤなどから送信させるため、ＨＤＭＩ（High D
efinition Multimedia Interface）と言うインターフェイスが用いられている。
【０００３】
　ＨＤＭＩは、ＤＶＤプレーヤなどの送信機器からテレビ受信機やプロジェクタなどの受
信機器へビデオデータおよびオーディオデータを伝送するためのインターフェイスである
。ＨＤＭＩは、従来の規格であるＤＶＩ（Digital Visual Interface for Computer）Ver
1.0を拡張したものである。具体的には、ＤＶＩはビデオデータのみを送信する規格のイ
ンターフェイスであるのに対し、ＨＤＭＩは、ビデオデータの他、オーディオデータおよ
びその他のデータもひとつのケーブルで送信できる規格のインターフェイスである。更に
、ＨＤＭＩは、高品質のマルチチャンネルのオーディオデータと高解像度の各種フォーマ
ットのビデオデータの伝送が可能である。
【０００４】
　ＨＤＭＩは、ＤＤＣ（Display Data Channel）通信により、各種の情報（モニタの情報
、例えば、ＥＤＩＤデータ構造など）を伝送するのに用いられることも可能である。ＥＤ
ＩＤ（Extended Display Identification Data）とは、受信機器の受信可能な解像度、オ
ーディオストリーム情報、ＨＤＭＩ受信部の持つスピーカ情報などがある。また、ＨＤＭ
Ｉは、ひとつのケーブルでビデオデータおよびオーディオデータを伝送することができ、
複数ケーブル接続の煩わしさがなくなるという利点を有している。例えば、ＤＶＤプレー
ヤからＣＳＳ（Content Scrambling System）におけるコンテンツを出力する場合におい
て、ＨＤＭＩは、ＣＰＡＣ（Copy Protection Advisory Council）により承認されている
規格のインターフェイスである。
【０００５】
　前記ＤＤＣとは、通信形式の名称であり、ビデオデータの表示条件やオーディオデータ
の条件のデータ以外に、ＨＤＭＩモニタに関する他のデータを併せてＤＶＤプレーヤに送
信するのに用いられる回線である。ＤＤＣは、ＤＶＤプレーヤ内の通信線と接続されてお
り、ＤＶＤプレーヤとＨＤＭＩモニタとの間の回線を確立させるために用いられる。前記
ＣＳＳは、データを暗号化して記録し、再生時に復号化するシステムである。
【０００６】
　ところで、通常、音楽情報や映画情報などは著作権のある情報であり、不正なユーザに
よるコピーなどを防ぐ必要がある。デジタルオーディオのフォーマットで音楽情報が記録
されたＣＤ－ＤＡ（コンパクト・ディスク－デジタル・オーディオ）ディスクやＭＰ３な
どのフォーマットで音楽情報が記録されたＣＤ－ＲＯＭディスクでは、音楽情報に著作権
が必要な場合、予めオーディオデータ内に著作権保護情報が挿入されている。
【０００７】
　このような音楽情報が記録された光ディスクを、前述したＨＤＭＩを採用した送信機器
に挿入して再生を行うと、光ディスクに記録されたオーディオデータがＨＤＭＩを介して
受信機器に送信される。そして、受信機器では、受信したオーディオデータを所定処理し
て音声信号に変換し、この音声信号を音声出力装置に供給することにより、スピーカなど
から音声が出力される。また、受信機器では、オーディオデータ内に著作権保護情報が有
ることを検知した場合は、ユーザがそのオーディオデータを記録媒体に不正にコピーしよ
うとしても記録することができないように処理を行う。
【特許文献１】特再表２０００－６３９０５号公報
【特許文献２】特開２００２－３１８６００号公報
【特許文献３】特開２００４－３０７９９号公報
【特許文献４】特開２００４－３３５０２４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
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　ところで、前述したように、デジタルオーディオのフォーマットで音楽情報が記録され
たＣＤ－ＤＡディスクやＭＰ３などのフォーマットで音楽情報が記録されたＣＤ－ＲＯＭ
ディスクでは、音楽情報に著作権が必要な場合、予めオーディオデータ内に著作権保護情
報が挿入されている。このような光ディスクにおいて、最初は著作権保護情報が必要でな
かったので、著作権保護情報はオーディオデータ内に挿入されていないが、後日、著作権
保護情報が必要になった場合、オーディオデータに挿入するのは、音楽ファイル作成者に
とっては、手間と時間も多くかかり、負担になるという課題があった。
【０００９】
　なお、特許文献１の従来技術では、データ送信装置（送信機器）は、著作権の有無を表
すｃｏｐｙｒｉｇｈｔビットをｃｏｐｙｒｉｇｈｔフィールドに格納して、データパケッ
トをデータ受信装置（受信機器）に送信している。データ送信装置は、音楽データ（オー
ディオデータ）を衛星から受信した際に、この音楽データが、「コピー制限なし」、「あ
と１世代だけコピー可」、「あと２世代までコピー可」、「これ以上のコピー禁止」、「
もともとコピー禁止」の５種類の複製制御状態のうちのどの状態にあるかを判別している
。
【００１０】
　しかし、この従来技術では、データ送信装置は、衛星から受信した音楽データが、前記
５種類の複製制御状態のうちのどの状態にあるかを判別して、音楽データをデータ受信装
置に送信しているが、データ送信装置においては複製制御情報を変更したり、新たに付加
したりすることができない。
【００１１】
　特許文献２の従来技術では、パケット単位で著作権保護情報を管理することによって、
当該パケットを音声再生単位で復号し出力する際に、対応する著作権保護情報をデジタル
出力に同期を取るようにして、著作権保護情報とデジタル音声信号との同期ずれを解消す
ることを可能にしているものであり、デジタルオーディオのフォーマットで音楽情報が記
録されたＣＤ－ＤＡディスクやＭＰ３などのフォーマットで音楽情報が記録されたＣＤ－
ＲＯＭディスクにおいて、最初は著作権保護情報が必要でなかったが、後日、著作権保護
情報が必要になった場合、著作権保護情報を後付けできるものではない。
【００１２】
　特許文献３の従来技術では、テキストデータに著作権有無データを含め、オーディオデ
ータと共に、デジタルインターフェースを介して送受信するように構成されているが、こ
の従来技術も、デジタルオーディオのフォーマットで音楽情報が記録されたＣＤ－ＤＡデ
ィスクやＭＰ３などのフォーマットで音楽情報が記録されたＣＤ－ＲＯＭディスクにおい
て、最初は著作権保護情報が必要でなかったが、後日、著作権保護情報が必要になった場
合、著作権保護情報を後付けできるものではない。
【００１３】
　特許文献４の従来技術では、ライセンスデータの有無など、コンテンツデータの属性を
示す情報をオーディオデータに重畳して送信するようにしているが、この従来技術も、デ
ジタルオーディオのフォーマットで音楽情報が記録されたＣＤ－ＤＡディスクやＭＰ３な
どのフォーマットで音楽情報が記録されたＣＤ－ＲＯＭディスクにおいて、最初は著作権
保護情報が必要でなかったが、後日、著作権保護情報が必要になった場合、著作権保護情
報を後付けできるものではない。
【００１４】
　本発明は、上記のような課題を解決するためになされたもので、デジタルオーディオや
ＭＰ３などのフォーマットで音楽情報が記録された光ディスクにおいて、著作権保護情報
が有るか無いかを示す情報を後付けすることが可能な送信機器を提供することを目的とす
る。詳しくは、デジタルオーディオのフォーマットで音楽情報が記録されたＣＤ－ＤＡデ
ィスクやＭＰ３などのフォーマットで音楽情報が記録されたＣＤ－ＲＯＭディスクにおい
て、最初は著作権保護情報が必要でなかったが、後日、著作権保護情報が必要になった場
合、オーディオデータには著作権保護情報を挿入せずに、著作権保護情報が有ることを示
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す著作権有りパケットデータや、著作権保護情報が無いことを示す著作権無しパケットデ
ータを後付けすることを可能にする送信機器を提供する。
【課題を解決するための手段】
【００１５】
　上記目的を達成するために、請求項１の発明は、光ディスクに記録されたデータを読み
出して復調処理およびエラー訂正処理を行う信号処理部と、この信号処理部からのデータ
を入力して所定のデコード処理を行うデコーダ部と、ＨＤＭＩケーブルを介して前記デコ
ーダ部からのデータを受信機器に送信するＨＤＭＩ送信部とを備えた送信機器において、
操作部と、挿入された光ディスクが音楽メディアの光ディスクであるか否かを判定するデ
ィスク判定手段と、前記挿入された光ディスクが音楽メディアの光ディスクであると判定
されたときに当該光ディスクのオーディオデータ内に著作権保護情報が有るか否かを判定
する著作権保護情報有無判定手段と、前記著作権保護情報が無いと判定されたときに前記
操作部から後付けの著作権保護情報を付加する要求があったか否かを判定する著作権保護
情報付加要求判定手段と、前記後付けの著作権保護情報を付加する要求が有ったと判定さ
れたとき、または前記著作権保護情報が有ると判定されたときに、著作権が有ることを示
す著作権有りパケットデータを作成するのに、パケットタイプとオーディオデータタイプ
とデータ長とを示すパケットヘッダー、および著作権保護情報が有りか無しかを設定でき
るパケットデータを有するパケット構造を持つ著作権有無パケットにおける前記著作権保
護情報を有りに設定することにより、前記著作権有りパケットデータを作成する著作権有
りパケットデータ作成手段と、前記後付けの著作権保護情報を付加する要求が無かったと
判定されたときに、著作権が無いことを示す著作権無しパケットデータを作成するのに、
前記著作権有無パケットにおける前記著作権保護情報を無しに設定することにより、前記
著作権無しパケットデータを作成する著作権無しパケットデータ作成手段と、前記作成さ
れた著作権有りパケットデータまたは前記作成された著作権無しパケットデータを前記デ
コーダ部から出力されたオーディオデータと共に前記ＨＤＭＩ送信部から前記ＨＤＭＩケ
ーブルを介して前記受信機器へ送信させるデータ送信手段とを設けたことを特徴とする送
信機器を提供する。
【００１６】
　この構成において、先ず、光ディスクが送信機器に挿入されると、ディスク判定手段は
、当該光ディスクが音楽メディアの光ディスクであるか否かを判定する。当該光ディスク
が音楽メディアの光ディスクであると判定されると、著作権保護情報有無判定手段は、当
該光ディスクのオーディオデータ内に著作権保護情報が有るか否かを判定する。
【００１７】
　著作権保護情報が有ると判定されたとき、著作権有りパケットデータ作成手段は、著作
権が有ることを示す著作権有りパケットデータを作成する。即ち、著作権有りパケットデ
ータ作成手段は、パケットタイプとオーディオデータタイプとデータ長とを示すパケット
ヘッダー、および著作権保護情報が有りか無しかを設定できるパケットデータを有するパ
ケット構造を持つ著作権有無パケットにおける著作権保護情報を有りに設定することによ
り、前記著作権有りパケットデータを作成する。そして、データ送信手段は、オーディオ
データと共に著作権保護情報有りパケットデータをＨＤＭＩ送信部から送信させる。
【００１８】
　著作権保護情報が無いと判定されたとき、著作権保護情報付加要求判定手段は、後付け
の著作権保護情報を付加する要求があったか否かを判定する。前記後付けの著作権保護情
報を付加する要求が有ったと判定されたとき、著作権有りパケットデータ作成手段は、著
作権が有ることを示す著作権有りパケットデータを作成する。そして、データ送信手段は
、オーディオデータと共に著作権保護情報有りパケットデータをＨＤＭＩ送信部から送信
させる。
【００１９】
　後付けの著作権保護情報を付加する要求が無かったと判定されたときに、著作権無しパ
ケットデータ作成手段は、著作権無しパケットデータを作成する。即ち、著作権無しパケ



(6) JP 4148267 B2 2008.9.10

10

20

30

40

50

ットデータ作成手段は、著作権が無いことを示す著作権無しのパケットデータを作成する
のに、著作権有無パケットにおける著作権保護情報を無しに設定することにより、著作権
無しパケットデータを作成する。そして、データ送信手段は、オーディオデータと共に著
作権保護情報無しパケットデータをＨＤＭＩ送信部から送信させる。
【００２０】
　従来の送信機器では、光ディスクにおいて音楽ファイルを作成するときに著作権保護情
報をオーディオデータに埋め込む必要があったが、本発明の送信機器によれば、音楽ファ
イルを作成した後でも、著作権保護情報の有無を示す情報を付け足して送信することがで
きるので、音楽ファイル作成者にとっては便利になる。
【００２１】
　また、この発明の送信機器によれば、送信機器のＨＤＭＩ送信部からオーディオデータ
と共に送信された著作権保護情報有りの情報を含むパケットまたは著作権保護情報有りの
情報を含むパケットは、ＨＤＭＩケーブルを介して受信機器に送信されるので、受信機器
では、著作権保護情報有りの情報を含むパケットを検知した場合は、送信機器から受信し
たオーディオデータについて著作権保護が存在することを認知でき、著作権保護情報無し
の情報を含むパケットを検知した場合は、送信機器から受信したオーディオデータについ
て著作権保護が存在しないことを認知できる。
【００２２】
　請求項２の発明は、光ディスクに記録されたデータを読み出して復調処理およびエラー
訂正処理を行う信号処理部と、この信号処理部からのデータを入力して所定のデコード処
理を行うデコーダ部と、ＨＤＭＩケーブルを介して前記デコーダ部からのデータを受信機
器に送信するＨＤＭＩ送信部とを備えた送信機器において、操作部と、挿入された光ディ
スクが音楽メディアの光ディスクであるか否かを判定するディスク判定手段と、前記挿入
された光ディスクが音楽メディアの光ディスクであると判定されたときに当該光ディスク
のオーディオデータ内に著作権保護情報が有るか否かを判定する著作権保護情報有無判定
手段と、前記著作権保護情報が無いと判定されたときに前記操作部から後付けの著作権保
護情報を付加する要求があったか否かを判定する著作権保護情報付加要求判定手段と、前
記後付けの著作権保護情報を付加する要求が有ったと判定されたとき、または前記著作権
保護情報が有ると判定されたときに、著作権が有ることを示す著作権有りパケットデータ
を作成する著作権有りパケットデータ作成手段と、前記後付けの著作権保護情報を付加す
る要求が無かったと判定されたときに、著作権が無いことを示す著作権無しパケットデー
タを作成する著作権無しパケットデータ作成手段と、前記作成された著作権有りパケット
データまたは前記作成された著作権無しパケットデータを前記デコーダ部から出力された
オーディオデータと共に前記ＨＤＭＩ送信部から前記ＨＤＭＩケーブルを介して前記受信
機器へ送信させるデータ送信手段とを設けたことを特徴とする送信機器を提供する。
【００２３】
　この構成において、先ず、光ディスクが送信機器に挿入されると、ディスク判定手段は
、当該光ディスクが音楽メディアの光ディスクであるか否かを判定する。当該光ディスク
が音楽メディアの光ディスクであると判定されると、著作権保護情報有無判定手段は、当
該光ディスクのオーディオデータ内に著作権保護情報が有るか否かを判定する。
【００２４】
　著作権保護情報が有ると判定されたとき、著作権有りパケットデータ作成手段は、著作
権が有ることを示す著作権有りパケットデータを作成する。そして、データ送信手段は、
オーディオデータと共に著作権保護情報有りパケットデータをＨＤＭＩ送信部から送信さ
せる。
【００２５】
　著作権保護情報が無いと判定されたとき、著作権保護情報付加要求判定手段は、後付け
の著作権保護情報を付加する要求があったか否かを判定する。前記後付けの著作権保護情
報を付加する要求が有ったと判定されたとき、著作権有りパケットデータ作成手段は、著
作権が有ることを示す著作権有りパケットデータを作成する。そして、データ送信手段は
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、オーディオデータと共に著作権保護情報有りパケットデータをＨＤＭＩ送信部から送信
させる。
【００２６】
　後付けの著作権保護情報を付加する要求が無かったと判定されたときに、著作権無しパ
ケットデータ作成手段は、著作権無しパケットデータを作成する。そして、データ送信手
段は、オーディオデータと共に著作権保護情報無しパケットデータをＨＤＭＩ送信部から
送信させる。
【００２７】
　従来の送信機器では、光ディスクにおいて音楽ファイルを作成するときに著作権保護情
報をオーディオデータに埋め込む必要があったが、この発明の送信機器によれば、音楽フ
ァイルを作成した後でも、著作権保護情報の有無を示す情報を付け足して送信することが
できるので、音楽ファイル作成者にとっては便利になる。
【００２８】
　また、この発明の送信機器によれば、送信機器のＨＤＭＩ送信部からオーディオデータ
と共に送信された著作権保護情報有りの情報を含むパケットまたは著作権保護情報有りの
情報を含むパケットは、ＨＤＭＩケーブルを介して受信機器に送信されるので、受信機器
では、著作権保護情報有りの情報を含むパケットを検知した場合は、送信機器から受信し
たオーディオデータについて著作権保護が存在することを認知でき、著作権保護情報無し
の情報を含むパケットを検知した場合は、送信機器から受信したオーディオデータについ
て著作権保護が存在しないことを認知できる。
【００２９】
　請求項３の発明では、請求項２の発明において、前記著作権有りパケットデータ作成手
段は、パケットタイプとオーディオデータタイプとデータ長とを示すパケットヘッダー、
および著作権保護情報が有りか無しかを設定できるパケットデータを有するパケット構造
を持つ著作権有無パケットにおける前記著作権保護情報を有りに設定することにより、前
記著作権有りパケットデータを作成し、前記著作権無しパケットデータ作成手段は、著作
権が無いことを示す著作権無しパケットデータを作成するのに、前記著作権有無パケット
における前記著作権保護情報を無しに設定することにより、前記著作権無しパケットデー
タを作成する。したがって、著作権有無パケットにおいて、著作権保護情報を有りに設定
したり、無しに設定したりすることにより、当該オーディオデータに著作権保護情報を簡
単に後付けすることができるようになる。
【発明の効果】
【００３０】
　以上のように本発明によれば、光ディスクに記録されたデータを読み出して復調処理お
よびエラー訂正処理を行う信号処理部と、この信号処理部からのデータを入力して所定の
デコード処理を行うデコーダ部と、ＨＤＭＩケーブルを介して前記デコーダ部からのデー
タを受信機器に送信するＨＤＭＩ送信部とを備えた送信機器において、操作部と、挿入さ
れた光ディスクが音楽メディアの光ディスクであるか否かを判定するディスク判定手段と
、前記挿入された光ディスクが音楽メディアの光ディスクであると判定されたときに当該
光ディスクのオーディオデータ内に著作権保護情報が有るか否かを判定する著作権保護情
報有無判定手段と、前記著作権保護情報が無いと判定されたときに前記操作部から後付け
の著作権保護情報を付加する要求があったか否かを判定する著作権保護情報付加要求判定
手段と、前記後付けの著作権保護情報を付加する要求が有ったと判定されたとき、または
前記著作権保護情報が有ると判定されたときに、著作権が有ることを示す著作権有りパケ
ットデータを作成するのに、パケットタイプとオーディオデータタイプとデータ長とを示
すパケットヘッダー、および著作権保護情報が有りか無しかを設定できるパケットデータ
を有するパケット構造を持つ著作権有無パケットにおける前記著作権保護情報を有りに設
定することにより、前記著作権有りパケットデータを作成する著作権有りパケットデータ
作成手段と、前記後付けの著作権保護情報を付加する要求が無かったと判定されたときに
、著作権が無いことを示す著作権無しパケットデータを作成するのに、前記著作権有無パ
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ケットにおける前記著作権保護情報を無しに設定することにより、前記著作権無しパケッ
トデータを作成する著作権無しパケットデータ作成手段と、前記作成された著作権有りパ
ケットデータまたは前記作成された著作権無しパケットデータを前記デコーダ部から出力
されたオーディオデータと共に前記ＨＤＭＩ送信部から前記ＨＤＭＩケーブルを介して前
記受信機器へ送信させるデータ送信手段とを設けた。
【００３１】
　したがって、従来の送信機器では、光ディスクにおいて音楽ファイルを作成するときに
著作権保護情報をオーディオデータに埋め込む必要があったが、この発明の送信機器によ
れば、音楽ファイルを作成した後でも、著作権保護情報の有無を示す情報を付け足して送
信することができるので、音楽ファイル作成者にとっては便利になる。また、この発明に
よれば、送信機器のＨＤＭＩ送信部からオーディオデータと共に送信された著作権保護情
報有りの情報を含むパケットまたは著作権保護情報有りの情報を含むパケットは、ＨＤＭ
Ｉケーブルを介して受信機器に送信されるので、受信機器では、著作権保護情報有りの情
報を含むパケットを検知した場合は、送信機器から受信したオーディオデータについて著
作権保護が存在することを認知でき、著作権保護情報無しの情報を含むパケットを検知し
た場合は、送信機器から受信したオーディオデータについて著作権保護が存在しないこと
を認知できる。
【００３２】
　また、本発明によれば、光ディスクに記録されたデータを読み出して復調処理およびエ
ラー訂正処理を行う信号処理部と、この信号処理部からのデータを入力して所定のデコー
ド処理を行うデコーダ部と、ＨＤＭＩケーブルを介して前記デコーダ部からのデータを受
信機器に送信するＨＤＭＩ送信部とを備えた送信機器において、操作部と、挿入された光
ディスクが音楽メディアの光ディスクであるか否かを判定するディスク判定手段と、前記
挿入された光ディスクが音楽メディアの光ディスクであると判定されたときに当該光ディ
スクのオーディオデータ内に著作権保護情報が有るか否かを判定する著作権保護情報有無
判定手段と、前記著作権保護情報が無いと判定されたときに前記操作部から後付けの著作
権保護情報を付加する要求があったか否かを判定する著作権保護情報付加要求判定手段と
、前記後付けの著作権保護情報を付加する要求が有ったと判定されたとき、または前記著
作権保護情報が有ると判定されたときに、著作権が有ることを示す著作権有りパケットデ
ータを作成する著作権有りパケットデータ作成手段と、前記後付けの著作権保護情報を付
加する要求が無かったと判定されたときに、著作権が無いことを示す著作権無しパケット
データを作成する著作権無しパケットデータ作成手段と、前記作成された著作権有りパケ
ットデータまたは前記作成された著作権無しパケットデータを前記デコーダ部から出力さ
れたオーディオデータと共に前記ＨＤＭＩ送信部から前記ＨＤＭＩケーブルを介して前記
受信機器へ送信させるデータ送信手段とを設けた。
【００３３】
　したがって、従来の送信機器では、光ディスクにおいて音楽ファイルを作成するときに
著作権保護情報をオーディオデータに埋め込む必要があったが、この発明の送信機器によ
れば、音楽ファイルを作成した後でも、著作権保護情報の有無を示す情報を付け足して送
信することができるので、音楽ファイル作成者にとっては便利になる。また、この発明に
よれば、送信機器のＨＤＭＩ送信部からオーディオデータと共に送信された著作権保護情
報有りの情報を含むパケットまたは著作権保護情報有りの情報を含むパケットは、ＨＤＭ
Ｉケーブルを介して受信機器に送信されるので、受信機器では、著作権保護情報有りの情
報を含むパケットを検知した場合は、送信機器から受信したオーディオデータについて著
作権保護が存在することを認知でき、著作権保護情報無しの情報を含むパケットを検知し
た場合は、送信機器から受信したオーディオデータについて著作権保護が存在しないこと
を認知できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３４】
　以下、添付図面を参照しつつ、本発明の実施の形態について説明する。図１は本発明の
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一実施形態に係る送信機器を含む通信システムの構成を示すブロック図である。
【００３５】
　図１において、この通信システムＡは、ＨＤＭＩ端子付きＤＶＤプレーヤなどのように
ビデオデータおよびオーディオデータを送信可能な送信機器１と、この送信機器１とＨＤ
ＭＩケーブル２を介して接続され、送信機器１からのビデオデータにより画像を表示する
と共に、送信機器１からのオーディオデータにより音声を出力する機能を有するテレビ受
信機やプロジェクタなどのような受信機器３とから構成される。
【００３６】
　送信機器１は、スピンドルモータ１２により回転する光ディスク１１に記録されたデー
タを光学的に読み出す光ピックアップ１３と、この光ピックアップ１３により読み出され
たデータを復調処理およびエラー訂正処理を行う信号処理部１４と、この信号処理部１４
からのデータを入力して所定のデコード処理を行うデコーダ部１５と、このデコーダ部１
５からのデータをＨＤＭＩケーブル２を介して受信機器３に送信するＨＤＭＩ送信部１６
とを備えている。受信機器３は、ＨＤＭＩ受信部３１と表示装置３２と音声出力装置３３
とを備えている。
【００３７】
　ＨＤＭＩケーブル２は、ＴＭＤＳ（Transition Minimized Differential Signaling）
方式でＨＤＭＩ送信部１６からのビデオデータおよびオーディオデータを受信機器３に送
信するためのＴＭＤＳのラインＬ２と、送信機器１が受信機器３との接続の有無を検出す
るためのＨＰＤ（Hot Plug Detector）のラインＬ１と、送信機器１が受信機器３からの
表示条件の情報を含む条件情報を取得するためのＤＤＣ（Display Data Channel）のライ
ンＬ３とを備えている。また、ラインＬ３には、送信機器１の各構成要素を制御するＣＰ
Ｕ１８と、このＣＰＵ１８の動作に必要なプログラムやデータが記憶されたＲＯＭ１９と
、ＣＰＵ１８の動作に必要なデータを一時的に格納するＲＡＭ２０とが接続されている。
操作部１７は、リモコンまたは本体操作部を示し、送信機器１を再生動作や送信動作ある
いはその他の動作を行わせるための複数の操作キーを有し、ＣＰＵ１８に接続されている
。
【００３８】
　ＣＰＵ１８は、挿入された光ディスクが音楽メディアの光ディスクであるか否かを判定
するディスク判定手段と、前記挿入された光ディスクが音楽メディアの光ディスクである
と判定されたときに当該光ディスクのオーディオデータ内に著作権保護情報が有るか否か
を判定する著作権保護情報有無判定手段と、前記著作権保護情報が無いと判定されたとき
に後付けの著作権保護情報を付加する要求があったか否かを判定する著作権保護情報付加
要求判定手段と、前記後付けの著作権保護情報を付加する要求が有ったと判定されたとき
、または前記著作権保護情報が有ると判定されたときに、著作権が有ることを示す著作権
有りパケットデータを作成するのに、パケットタイプとオーディオデータタイプとデータ
長とを示すパケットヘッダー、および著作権保護情報が有りか無しかを設定できるパケッ
トデータを有するパケット構造を持つ著作権有無パケットにおける前記著作権保護情報を
有りに設定することにより、前記著作権有りパケットデータを作成する著作権有りパケッ
トデータ作成手段と、前記後付けの著作権保護情報を付加する要求が無かったと判定され
たときに、著作権が無いことを示す著作権無しパケットデータを作成するのに、前記著作
権有無パケットにおける前記著作権保護情報を無しに設定することにより、前記著作権無
しパケットデータを作成する著作権無しパケットデータ作成手段と、前記作成された著作
権有りパケットデータまたは前記作成された著作権無しパケットデータを前記デコーダ部
から出力されたオーディオデータと共に前記ＨＤＭＩ送信部から前記ＨＤＭＩケーブルを
介して前記受信機器へ送信させるデータ送信手段とを有する。
【００３９】
　図２は本実施形態において用いられる著作権有無パケットとしてのＣＲ（ｃｏｐｙｒｉ
ｇｈｔ）パケットの構造例を説明するための図である。図２において、ＣＲパケットは、
パケットヘッダーとパケットデータとから成り、パケットヘッダーには、パケットのタイ
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プを示すパケットタイプ（Ｐａｃｋｅｔ　Ｔｙｐｅ）の情報と、オーディオデータのタイ
プを示すオーディオデータタイプ（Ａｕｄｉｏ　Ｄａｔａ　Ｔｙｐｅ）の情報と、パケッ
トデータの長さを示すレングス（Ｌｅｎｇｔｈ）の情報とが格納されている。
【００４０】
　この例の場合、パケットタイプ（Ｐａｃｋｅｔ　Ｔｙｐｅ）は０ｘ１０であり、オーデ
ィオデータタイプ（Ａｕｄｉｏ　Ｄａｔａ　Ｔｙｐｅ）の情報としては、ＣＤ－ＤＡに対
しては「００」が設定され、ＭＰ３に対しては「０１」が設定され、その他のものに対し
ては「０２」が設定される。したがって、オーディオデータタイプ（Ａｕｄｉｏ　Ｄａｔ
ａ　Ｔｙｐｅ）の情報が、例えば、「０１」であれば、オーディオデータタイプ（Ａｕｄ
ｉｏ　Ｄａｔａ　Ｔｙｐｅ）はＭＰ３であることが分かる。また、レングス（Ｌｅｎｇｔ
ｈ）の情報が「５」であれば、このパケットのデータ長が５バイトであることを示す。
【００４１】
　ＣＲパケットのパケットデータ（Ｐａｃｋｅｔ　Ｄａｔａ）のＤａｔａ　Ｎｏ．００に
は、著作権保護情報の有り無しが設定される。例えば、著作権保護情報が有りの場合は「
００」に設定され、著作権保護情報が無しの場合は「０１」に設定される。また、ＣＲパ
ケットのパケットデータ（Ｐａｃｋｅｔ　Ｄａｔａ）のＤａｔａ　Ｎｏ．０１～０４には
、リザーブド（Ｒｅｓｅｒｖｅｄ）領域が設けられている。
【００４２】
　図３は本実施形態において送信機器での著作権保護情報に関する処理を説明するための
フローチャートである。このフローチャートおよび図１、図２を参照して送信機器での著
作権保護情報に関する処理について説明する。
【００４３】
　先ず、光ディスク１１が送信機器１に挿入されると、ＣＰＵ１８は、何らかの光ディス
クが挿入されたことを検知し（ステップＳ１）、ＣＰＵ１８のディスク判定手段は、光デ
ィスク１１が音楽メディアの光ディスクであるか否かを光ディスク１１のディスク情報に
より判定する（ステップＳ２）。光ディスク１１が音楽メディアの光ディスクであると判
定されると、ＣＰＵ１８の著作権保護情報有無判定手段は、光ディスク１１のオーディオ
データ内に著作権保護情報が有るか否かを判定する（ステップＳ３）。
【００４４】
　著作権保護情報が有ると判定されたとき、ＣＰＵ１８の著作権有りパケットデータ作成
手段は、著作権が有ることを示す著作権有りのＣＲパケットデータを作成する（ステップ
Ｓ４）。即ち、著作権有りパケットデータ作成手段は、パケットタイプとオーディオデー
タタイプとデータ長とを示すパケットヘッダー、および著作権保護情報が有りか無しかを
設定できるパケットデータを有するパケット構造を持つ著作権有無パケットとしてのＣＲ
パケット（図２参照）における前記著作権保護情報を「有り：００」に設定することによ
り、前記著作権有りのＣＲパケットデータを作成する（ステップＳ４）。
【００４５】
　そして、ＣＰＵ１８のデータ送信手段は、操作部１７からの送信指示があれば、光ディ
スク１１から光ピックアップ１３により読み出されて信号処理部１４で復調処理およびエ
ラー訂正処理され、更にデコーダ部１５で所定のデコード処理されたオーディオデータと
、著作権保護情報有りの情報を含むＣＲパケットとをＨＤＭＩ送信部１６から送信開始さ
せる（ステップＳ５）。即ち、送信機器１は、光ディスク１１に記録されているオーディ
オデータを受信機器３に送信するときに、他のパケット情報と一緒にＣＲパケットを構築
してデータ送信する。
【００４６】
　ステップＳ３において、著作権保護情報が無いと判定されたとき、ＣＰＵ１８の著作権
保護情報付加要求判定手段は、操作部１７から後付けの著作権保護情報を付加する要求が
あったか否かを判定する（ステップＳ６）。前記後付けの著作権保護情報を付加する要求
が有ったと判定されたとき、ＣＰＵ１８の著作権有りパケットデータ作成手段は、著作権
が有ることを示す著作権有りのＣＲパケットデータを作成する（ステップＳ４）。
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【００４７】
　そして、ＣＰＵ１８のデータ送信手段は、操作部１７からの送信指示があれば、光ディ
スク１１から光ピックアップ１３により読み出されて信号処理部１４で復調処理およびエ
ラー訂正処理され、更にデコーダ部１５で所定のデコード処理されたオーディオデータと
、著作権保護情報有りの情報を含むＣＲパケットとをＨＤＭＩ送信部１６から送信開始さ
せる（ステップＳ５）。
【００４８】
　ステップＳ６において、後付けの著作権保護情報を付加する要求が無かったと判定され
たときに、ＣＰＵ１８の著作権無しパケットデータ作成手段は、著作権無しのＣＲパケッ
トデータを作成する（ステップＳ７）。即ち、著作権無しパケットデータ作成手段は、著
作権が無いことを示す著作権無しのＣＲパケットデータを作成するのに、著作権有無パケ
ットとしてのＣＲパケット（図２参照）における著作権保護情報を「無し：０１」に設定
することにより、著作権無しのＣＲパケットデータを作成する（ステップＳ７）。
【００４９】
　そして、ＣＰＵ１８のデータ送信手段は、操作部１７からの送信指示があれば、光ディ
スク１１から光ピックアップ１３により読み出されて信号処理部１４で復調処理およびエ
ラー訂正処理され、更にデコーダ部１５で所定のデコード処理されたオーディオデータと
、著作権保護情報無しの情報を含むＣＲパケットとをＨＤＭＩ送信部１６から送信開始さ
せる（ステップＳ５）。
【００５０】
　送信機器１のＨＤＭＩ送信部１６からオーディオデータと共に送信された著作権保護情
報有りの情報を含むＣＲパケットまたは著作権保護情報有りの情報を含むＣＲパケットは
、ＨＤＭＩケーブル２を介して受信機器３のＨＤＭＩ受信部３１に送信される。受信機器
３では、著作権保護情報有りの情報を含むＣＲパケットを検知した場合は、送信機器１か
ら受信したオーディオデータについて著作権保護が存在することを認知でき、著作権保護
情報無しの情報を含むＣＲパケットを検知した場合は、送信機器１から受信したオーディ
オデータについて著作権保護が存在しないことを認知できる。
【００５１】
　以上説明したように本実施形態によれば、デジタルオーディオのフォーマットで音楽情
報が記録されたＣＤ－ＤＡディスクやＭＰ３などのフォーマットで音楽情報が記録された
ＣＤ－ＲＯＭディスクにおいて、最初は著作権保護情報が必要でなかったが、後日、著作
権保護情報が必要になった場合、オーディオデータには著作権保護情報を挿入せずに、著
作権保護情報が有ることを示すＣＲパケットデータを後付けすることができ、また、著作
権保護情報が無いことを示すＣＲパケットデータを後付けすることができる。したがって
、光ディスクに記録されたオーディオデータに対する著作権保護情報の有無を示す情報を
作成する負担が軽減する。
【産業上の利用可能性】
【００５２】
　本発明は、光ディスクに記録されたオーディオデータなどを再生して送信する送信機器
において、オーディオデータを送信する際にオーディオデータに著作権保護情報を付加す
るための処理に利用できる。
【図面の簡単な説明】
【００５３】
【図１】本発明の一実施形態に係る送信機器を含む通信システムの構成を示すブロック図
である。
【図２】前記実施形態において用いられる著作権有無パケットとしてのＣＲパケットの構
造例を説明するための図である。
【図３】前記実施形態において送信機器での著作権保護情報に関する処理を説明するため
のフローチャートである。
【符号の説明】
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【００５４】
　１　　送信機器
　２　　ＨＤＭＩケーブル
　３　　受信機器
　１１　　光ディスク
　１４　　信号処理部
　１５　　デコーダ部
　１６　　ＨＤＭＩ送信部
　１８　　ＣＰＵ（ディスク判定手段、著作権保護情報有無判定手段、著作権保護情報付
加要求手段、著作権有りパケットデータ作成手段、著作権無しパケットデータ作成手段、
データ送信手段）

【図１】

【図２】

【図３】
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